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一貫教育制度と慶應義塾立科山荘を活用して，中学校から大学生までの異学年で構成される
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山や生物観察，気象観測，天体観望など多岐にわたり，自然に直接触れることを研究の起点と
した。研究活動では，それぞれの発達段階にある学生・生徒が相補的に分析作業や発表資料作
成にあたり，交流を深めるとともに研究の質も高めることができた。学生・生徒間だけでなく
教員も含めた半学半教の姿勢でプログラムに取り組み，それぞれ新たな知識や技術，視点や一
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1．はじめに

小学校から大学院までを擁する総合教育機関として，慶應義塾の一貫教育は広く評価されて
いる。その一方で，各学校間の連携は体育会など課外活動においては一般的に見られるが，学
習目的の活動はそう多くを見かけることはできない。筆者らは，中学生から大学生までのさま
ざまな発達段階の生徒・学生を集め，体験的な自然観察を軸とした宿泊型の科学教育プログラ
ムを過去 8 年間行ってきた（表 1）。ここでは，年代を超えたチームを編成し，共通の目的に
沿って課題研究・発表を行う。これらの詳細は，萱嶋（2005），谷口（2006）などで報告した。
自然環境に恵まれ，自然に対するさまざまなアプローチが可能な慶應義塾立科山荘（以下，

立科山荘）を利用してのプログラムは 2010 年度から始まった。2010 年度は慶應義塾創立 150
年記念未来先導基金公募プログラム「野外に飛び出せフィールドワーク “ 慶應義塾 夏の学
校 ”」として採択され，2011 年度は慶應義塾学事振興基金共同研究を使って継続した。2012
年度は再び未来先導基金プログラム「慶應義塾 夏の学校 ―一貫校連携野外実習と自然科学教
育の充実―」に採択され，実施した。今年度はこれまでの体験的な科学教育プログラムの実施
によって蓄積されたノウハウを活かし，天体観測や気象観測などを軸とした実習を計画し，未
来先導基金プログラム「空を観るプロジェクト ―宇宙と気象への理解と夢をはぐくむ―」と

表 1．これまで行われた一貫校連携科学教育プログラムと今年度に実施したプログラム

年度 日程 名称 参加者 参加者内訳

2006
7 月 27 日
～ 7月 29 日

高・大合同臨海実習 10 名 本学大学生 2名，志木校生 8名

2007
7 月 27 日
～ 7月 29 日

中・高・大合同臨海実習 25 名
本学大学生 10 名，志木校生 5名，
SFC高生 5名，普通部生 5名

2008
8 月 16 日
～ 8月 18 日

中・高・大合同臨海実習 13 名
本学大学生 4名，志木校生 4名，
普通部生 5名

2009
8 月 21 日
～ 8月 23 日

中・高・大合同臨海実習 21 名
本学大学生 5名，志木校生 4名，
普通部生 11 名，中等部生 1名

2010
8 月 30 日

～ 9月 1日
中・高・大合同野外実習 20 名

本学大学生 6名，志木校生 4名，塾高生 5名，
普通部生 4名，中等部生 1名

2011
8 月 11 日
～ 8月 13 日

一貫校連携 立科野外実習 13 名
本学大学生 7名，塾高生 6名，
SFC高生 1名

2012
8 月 18 日
～ 8月 21 日

一貫校連携 立科野外実習 20 名
本学大学生 6名，志木校生 6名，
塾高生 6名，普通部生 2名

2013
8 月 19 日
～ 8月 22 日

一貫校連携 立科野外実習 29 名
本学大学生 7名，志木校生 4名，
塾高生 14 名，普通部生 4名
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して採択された。本稿では，今夏に行った実習について報告する。
この実習の目的は，

（1）低学年からの理科離れを防止すること
（2）理系だけでなく，文系を含めた中高生や大学生が，自然科学の正しい知識や理解を深め，

科学的な考え方を持続維持させること
（3）立科という高原における環境で学年を超えた自然科学実習のカリキュラムを構築すること
（4）異なる学校間，年齢，性別を超えて協力と連携，情報交換をすること
（5）異なる学校の生徒・学生，教員が合宿でともに学ぶことにより慶應義塾社中の一体感を高

めること
の 5つである。
総じて述べると，豊かな自然を対象に自然を体験，楽しみつつ学校や年齢を問わない協働関

係を，教員も含めて構築し，自然や科学に対する取り組みや見方をそれぞれが半学半教の精神
で互いに高めあうことにある。

2．慶應義塾立科山荘の概要

立科山荘は八ヶ岳連峰の最北端，蓼科山（標高 2,530 m）の麓に位置する。昭和 48 年に開
設され，標高はおよそ 1,500 m である（図 1）。一貫教育校から大学までの授業，課外活動，
教職員の研修に活用され，塾員，塾生は非常に安価に施設を利用することができる。広大な敷
地内には，食堂のある中央棟，宿泊棟 3 棟，教室棟，体育館，2 つのグラウンド，テニスコー
トがある。最大 150 名程度宿泊でき，幼稚舎の高原学校で年 2回使用されるほか，夏期休業中
には各学校のクラブ活動やサークルの合宿に利用されている。付近には蓼科山をはじめ，農業
灌漑用につくられた人造湖の女神湖，白樺高原国際スキー場のゴンドラリフト上駅に隣接する
自然豊かな湿地の御泉水自然園がある。それぞれに特色をもった自然を観察することができ，

図 1．これまでの実習場所と立科山荘の位置（Ⓒ 2013 Google, Map Data）
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また夜間は街頭の光害に侵されない漆黒の夜空があり，自然観察や天体観察に非常に適した場
所である。しかしながら立科山荘における科学教育を目的とした活動は，幼稚舎の高原学校と
筆者らの実習の他にはほとんど見られない。

3．2013 年度立科山荘総合野外実習の概要

3-1．準備
立科山荘は，自然観察の場としてきわめて恵まれた環境にあり，山荘でありながら宿泊施設

としても質の高いサービスを受けることができる。しかしながら，交通の不便さが欠点である
ため，昨年までと同様に，日吉集合・解散の大型バスでの全体移動とした。これによって，実
習で用いるさまざまな機器を積み込むことができ，事前配送の手間も軽減することができる。
昨年度のプログラムから，1 日増やした 3 泊 4 日の日程としたが，今年度も同様に 3 泊 4 日

の設定とした。これは参加者から，じっくりと研究活動や発表準備を行いたいとのリクエスト
があったこと，悪天候の日が 1～数日あった場合でも野外活動の機会を確保するためである。
このプログラムは夏季休暇中に行われるが，この時期，立科山荘は各校のクラブ活動の合宿宿
舎として盛んに利用されているため，教員と生徒・学生あわせて 40 名程度の宿泊を確保する
ためには調整を要する。2 月ごろ，三田管財部を通した調整の結果，8 月 19 ～ 22 日の日程を
確保することができた。ただしこの期間，月齢は満月に近く，暗い天体の観測には適さなくな
ってしまった。
参加教員は以下の 8 名である。柊原（幼稚舎・理科），谷口（普通部・理科），松本（高校・

地学），杵島（高校・地学），井澤（志木高校・生物），秋山（大学・生物），杉本（大学・物理），
そして今年度より小荒井（湘南藤沢中高等部・地学）が新たに参加した。
6 月に参加を呼びかけるポスターと実習概要説明・申込用紙を作成し（資料 1，2），各教員

らが受け持つ授業やクラブ活動，ホームルームなどを通じて積極的に広報した。その結果，大
学から 7 名，高校から 14 名，志木高校から 4 名，普通部から 4 名と，これまでで最多の計 29
名が参加した。申込用紙には緊急連絡先を記入させ，緊急時にも備えた。
参加申込書には日程，連絡先，持参するものなどの一覧を示したが，参加者には事前により

詳しいパンフレット『未来先導基金公募プログラム「慶應義塾夏の学校 2013 空を観るプロジ
ェクト」一貫校連携 野外実習のしおり』（資料 3）を PDF で配布し，当日にも印刷したもの
を配付した。
立科での観察・観測を行うために用意した機材を表 2にまとめた。これらは各校の教育予算

で購入したものだけでなく，未来先導基金や学事振興資金，文部科学省スーパーサイエンスハ
イスクール事業などの補助，さらには各教員が私費で購入したものもある。さまざまな支援に
よって，このプログラムを継続して行えているおかげで，利用できる機材も徐々に充実してき
た。そのことにより，行える調査内容，扱える分野も拡大してきている。
各教員は雨天時でも行うことのできるプログラムを準備した。学生・生徒の行う観察・実習
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の多くは野外活動が中心であり，荒天時にはできることが限られてしまうが，その場合でも課
題研究活動が行えるように準備した。さらに，雨天時プログラムのひとつとして，各教員が研
究・活動内容の紹介をするプレゼンテーションも用意した。

3-2．実習内容
実習内容は例年どおり，「参加者全員で行う実習」（表 3）と，異学年で構成された班をつく

り「各班で行う課題研究」である。「課題研究」（表 4）のメンバーは大学生のみ事前に調整し
て決定し，その他の参加者については初日の移動時に希望を聞き，到着後の女神湖散策時に決
定をした。人数のバランスはあまりよくないものの，構成するメンバーの所属校もほぼうまく
混在しているので，生徒・学生の希望を優先して決定した。

4．参加者全員で行った実習

8 月 19 日に立科山荘に到着し機材を搬入したのち，全員で女神湖まで散策をしながら実習
を行った。まず，立科山荘前で杵島による測量実習を行った。50 m の距離を何度か歩いて歩
数を数え，自分が普通に歩いたときの一歩の距離を把握させる（図 2 A）。続いてハンドレベ

表 2．用意した機材など

班 テーマ 用意した機材

1班 気象観測
放射温度計，紫外線センサー（UVA・UVB），CO2 センサー，O2 センサー，
データロガー 2台，ケストレル 4500（携帯型気象観測器）6台，空や雲の
図鑑各種

2班 天体観測 簡易赤道儀 2台，三脚，6 cm屈折望遠鏡，可視光太陽望遠鏡，Hα太陽
望遠鏡 2台，デジタルカメラ 2台，接続アダプタ，太陽観察用フィルター

3班 地質・測量 ハンドレベル，コンパス，50 m巻尺，標尺，岩石ハンマー，ルーペ

4班 土壌生物
簡易ツルグレン装置（レフライト，三脚，金網，漏斗），サンプル管，固
定用 70％エタノール，ネイチャースコープ，移植ゴテ，50 cm方形ロープ，
新聞紙，ピンセット，土壌動物関係文献

5班 水質調査
デジタルパックテスト（水質検査器），パックテスト試薬，顕微鏡，採水器，
透視度計，pHメーター，導電率計，水温計，プランクトンネット，プラ
ンクトン図鑑，水生昆虫図鑑

6班 昆虫と食草 UV透過フィルター，植物図鑑，昆虫図鑑各種，食草のUV反射像につい
ての解説プリント

共通
双眼鏡，ノートパソコン 6台，8 cm屈折望遠鏡とその赤道儀架台，20 cm反射望遠鏡と
その赤道儀架台，iPad，レーザーポインター，デジタルカメラ 7台，各種用紙，文房具，
ピンセット，ビニール袋，各種テープ，延長コード，常備薬，各種図鑑ほか

雨天時プ
ログラム 雨粒クッキーの製作セット，酸性雨の測定キット，偏光実体顕微鏡と世界各地の砂標本
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ルの使い方を説明し，たとえば自分のいる場所から見た立木の仰角を測定する（図 2 B）。立
木までの距離を歩測すれば，仰角と立木までの距離を用いて立木の高さを求めることができる。
続いて，女神湖まで出て景色が開けたところで，松本による双眼鏡の使い方の講習を行った。
双眼鏡は班に 1台ずつ用意し，期間中貸与した。まず左目でピントを合わせ，次に右目接眼部
で視力差調整をすることはあまり知られておらず，手際よく質のよい拡大像を見られるよう各
自で練習をくり返した（図 2 C）。
夕刻には月齢 12 の月が昇ってきており，簡易赤道儀に 6 cm 屈折望遠鏡を取り付けて観察

をした。十分に暗くなったのちに，A グラウンドに移動し，20 cm 反射望遠鏡で，月，土星，
アンドロメダ銀河（M 31）などの観望を行った（図 2 D）。流れ星もいくつか見られ，そのつど，
歓声が上がった。iPad に「i ステラ」というアプリケーションを用意し，画面を向けた方向の
星座線や星座絵を見ながら，星座解説を行った。あらかじめ夏に見える主な二重星の資料を配
付しておいたので，貸与した双眼鏡で二重星探しをしている者もいた。晴天に恵まれたものの，
月が明るくて天の川や星雲星団は見ることができなかったのが残念である。しかし，参加者の
満足度は高かったようである。
その他，太陽が出ている空き時間にも，簡易赤道儀に H α太陽望遠鏡と可視光太陽望遠鏡

を取り付け，太陽の黒点やプロミネンスなどの観察を行った。
翌 20 日には，学生・生徒と教員全員で蓼科山登山を行った。すでに班分けが行われ，班ご

との研究テーマもほぼ決まっていたので，班によってはデータや標本を採りながらの登山とな

表 3．参加者全員で行った実習

日時 課題研究 担当教員

8 / 19 午後
歩測とハンドレベルを用いた測量体験 杵島

双眼鏡の扱い方 松本

8 / 19 夜 天体観察 松本

8 / 20 日中 蓼科山登山 全員

表 4．各班の構成と課題研究

班 課題研究 人数（内訳） 担当教員

1班 高原の気象観測 5名（大学 1，塾高 3，普通部 1） 杉本

2班 星・天体の測定・観測 8名（大学 2，塾高 6） 松本

3班
蓼科を測る・
蓼科の成り立ちを調べる

3名（大学 1，塾高 1，志木高 1）
杵島・
小荒井

4班 蓼科山と山荘付近の土壌生物について 4名（大学 1，塾高 1，志木高 1，普通部 1） 谷口

5班 水質から女神湖の生態系を知る 3名（大学 1，志木高 1，普通部 1） 井澤

6班 植物の昆虫誘引戦略 6名（大学 1，塾高 3，志木高 1，普通部 1） 秋山・柊原
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った。やや曇りがちななか，8時 40 分に立科山荘を出発，立科牧場からゴンドラリフトに乗り，
御泉水植物園をかすめて登山道入口に入った。昨年度の登山で隊列が大きく離れてしまった反
省を踏まえ，生徒数人に対して教員が一人付き，教員が前方の班との間隔を意識しながらメン
バーをリードした。また，休憩のたびにこまかくメンバーを入れ替え，班内の差が少なくなる
ようにすることで全体として一体感のある山行にすることができた。登山道途中の見晴らしの
よい『天狗の露地』では，蓼科火山の形成について杵島が説明をした（図 2 E）。頂上手前の
将軍平（標高 2,350 m）には 11 時ごろ到着し，山頂（標高 2,530 m）には 11 時半ごろ到着した。
将軍平を過ぎたころから山頂付近は雲に覆われてしまい，山頂からの景色を楽しむことはでき
なかった（図 2 F）。山頂で昼食をとり，12 時半ごろ下山を始め，13 時半ごろには全員が将軍
平に到着した。班によって目的に応じた観察・採取をするため全体行動はここで終了とし，以
降は御泉水植物園や女神湖などへ班別に行動をした。

5．各班で行った課題研究

「課題研究」を行う班分けは，初日の女神湖散策のあとに行った。それぞれの班には担当教
員を 1～ 2名配し，行きのバスの中で担当教員から，大まかな課題研究のテーマについての説
明を行った。その後，全体実習を体験したのち，班分けを確定し，初日夜に，課題研究の内容
を教員とメンバーが話し合って決定していった（表 4）。課題研究に際し，表 3に示したように，
事前に準備したさまざまな機材を貸与した。前述のとおり，全体行動の途中や蓼科山登山後に
もデータ採集を行った。天文班（2 班）は夜間の天体観望会後や，わずかな雲の切れ間をねら
って空き時間にも観測を行った。3日目も天気に恵まれ，降雨はなかった。各班は目的に応じて，
御泉水植物園・蓼仙の滝・女神湖などでデータ採集をした。
各班の課題研究の内容および結果は以下のとおりである。

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｃ

Ｆ
図 2． 参加者全員で行った実習。（A）教室棟前での歩測実習，（B）標尺とハンドレベルを用いた測量

実習，（C）女神湖畔で双眼鏡講習，（D）天体観望会での夜空，（E，F）蓼科山登山。
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5-1．1 班
主な内容は，①酸性雨，②紫外線，③雲高度，④登山時の気象データ，の 4種類の測定であ

る。①は，酸性雨の検出キットを使って，20 日夜と 21 日午前の小雨時に屋根の滴，地面や葉
の水滴から測定した。20 日夜では，屋根の滴のみ pH 4.8 ～ 5 程度の酸性を示したが，21 日は
すべて酸性を示した（図 3 A）。長野県の酸性雨の測定データと，晴れた日の屋根水の酸性度
の検証結果から，降り始めの雨は酸性であると結論した。②は，UVA・UVBセンサーを使用し，
場所や時間を変えて測定した。天候による変化のみならず，太陽高度の増加や山頂での気圧の
減少による紫外線の増加を確認した（図 3 B）。③は，ハンドレベルを用い，積乱雲の雲底と
雲頂の高度を測定した。まず，標高 2,000 m で仰角 0 度から雲底を 2,000 m とした。次にその
雲がつくる影の部分を地形図に記録し，雲頂の仰角と合わせた作図（図 3 C）により，雲頂
3,500 m を導出した。④は，携帯型の気象測定装置を用いた。高度上昇による気圧減少，気温
低下，湿度上昇などが確認された。いずれも基本的な測定であるが，実際に測ることの大切さ
と，気象の不思議を知る，貴重な経験になった。

Ａ Ｂ Ｃ
図 3．1班の課題研究。（A）雨水の pH測定，（B）紫外線量の測定，（C）雲高の測定。

5-2．2 班
2 班は天体を撮影し，そこから何かしらの結果を導き出すことを大雑把な目的とし，このプ

ログラム中に何ができるのかをメンバーで考えた（図 4 A）。そして以下の研究を行った。①月
がほぼ一晩中見られるので，月の満ち欠けの変化を 1日間隔で撮影し，そのちがいから満ち欠
けの周期（1朔望月）を求める。②太陽を可視光線，Hα線のそれぞれで撮影し，黒点の移動
から太陽の自転周期を求める。また黒点外にも白斑や粒状班，プロミネンス，フィラメントな
どの太陽面上の現象を捉える（図 4 B）。③いるか座に肉眼新星が現れた直後なので，撮影した
画像から測光処理を行い，等級を求める（図 4 C）。残念なことに，初日は晴れたものの，あと
の日はほとんど曇りがちで，撮影がなかなかはかどらなかった。変化から 1朔望月や太陽の自
転周期を求めるためには対となる観測が必要で，月に関しては雲の切れ間から覗いた一瞬を手
持ちの一眼デジタルカメラ＋ 300 mm 望遠レンズで捉えた。解析にはさまざまな画像処理が
必要であったが，メンバーが協力して解析ソフトの使用法を学びあった。また，高校 1年生に
は三角関数や対数が未履修であったが，実際の体験を通じて概念を理解できた。研究・発表と
いう共通の目的を通じて異学年のメンバーが交流を深めながら協力して結果を出せたと感じる。
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Ａ Ｂ Ｃ
図 4．2班の課題研究。（A）太陽観測の様子，（B）Hα望遠鏡による太陽像，（C）いるか座新星。

5-3．3 班
3 班では 3 名の学生・生徒に，簡単な水準測量・三角測量を体験させた。ハンドレベル（図

5 A）を用いた水準測量では，女神湖北・女神湖南・ロープウェイ上駅の 3 地点から蓼科山山
頂の仰角を計測し，作図によって蓼科山の比高を求めた。また，方位磁石を用いた三角測量で
は，蓼科山登山の途中で滞在した天狗の露地と呼ばれる場所を，方位磁石で 3つの目標物の方
角を測り地図上に記入することで求めた（図 5 B，C）。さらにこの両ツールを用いて，西方に
見える車山頂上に設置された車山レーダードームの位置と標高を求めた。天狗の露地およびロ
ープウェイ下駅から車山ドームの方角を求め，交差する点を地図上で求めたところ，やや誤差
が生じたもののまずまずの結果が得られた。また 2地点からの仰角・俯角から車山レーダード
ームの標高を求める作業では，実際の標高にほぼ近い値を得ることができた。
岩石地質の課題研究では，蓼科山をつくる火山岩を識別した。文献で事前に把握していた3種

の溶岩のうち，最も古い時代に流出した灰色の竜ヶ崎溶岩，かなり白っぽい前蓼科山溶岩，お
よびかなり新しく玄武岩に近い黒色の蓼科山溶岩を，岩石の風化部分をハンマーで剥離して識
別した。また，御泉水自然園から徒歩で訪れた蓼仙の滝では，板状節理が発達する安山岩質溶
岩を上記 3タイプの岩石のどれとも合致しない新規の溶岩と認定し，蓼仙の滝溶岩と命名した。
測量で用いる道具や作業内容はどれも平易な数学を応用したものだが，中学校で学んだ数学

がこのような場面で応用できるという体験は，大学生や高校生にとっても刺激的だったようだ。
対象に直接アクセスして自らの能力で答えを導き出すというプロセスは，自然科学の手法その
ものであり，3名の学生・生徒はまさに蓼科山で科学を体験したといえよう。

Ａ Ｂ Ｃ
図 5．3班の課題研究。（A）ハンドレベル，（B）天狗の露地からの測量，

（C）地形図と地形から天狗の露地の位置を特定。
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5-4．4 班
蓼科山のさまざまな標高における土壌動物を，肉眼とツルグレン装置を使用して採集し比較

した（図 6）。また，立科山荘付近のさまざまな場所での土壌動物も同様に調査した。調査結
果から，土壌があまり発達しない蓼科山頂でも数は少ないがダニなどが見られた。また，木に
やササに覆われ，土壌が発達していくほど，たくさんの種類の動物が見られた。女神湖の水面
が低下して最近湖底が露出した部分でもダニ類が見られた。このように，さまざまな環境には
さまざまな土壌動物が生息していることがわかった。蓼科山頂や干上がった湖底の結果から，
最初に現れる土壌動物は体が小さく軽いダニ類であると思われる。一方，日吉周辺で必ず見ら
れるダンゴムシはまったく採集されなかった。

図 6．4班の課題研究。（A）土壌採集の様子，（B）ツルグレン装置，
（C）左：蓼科山山頂付近の土壌採集地，上：採取されたダニ，下：トビムシ。

Ａ Ｂ Ｃ

5-5．5 班
5 班の課題研究は，女神湖およびその周囲の河川での水質を測定すると同時に，そこに生息

するプランクトンや水生昆虫などを採取し同定することで，湖沼学における基本的調査法を学
び，目で見てわかりにくい生態系のはたらきをデータを通して知る体験をすることを目的とし
た。調査項目は，気温，水温，pH，電気伝導率，栄養塩類（NH4，NO2，NO3，PO4），COD，
溶存酸素，透視度など一般水質項目を，7 カ所で測定，またボートを使い湖心では表層と底層
の水も採取調査した（図 7 A）。学生・生徒 3 名でこれだけのサンプルを調査するのは大変で
あったが，かなり奮闘してたくさんデータを取ったため，信頼度の高いデータとなった（図
7 B）。生活排水もほとんどなく，流入する水も蓼科山からのきれいな水なので，もともと栄養
塩類は少ないが，プランクトンネットではランソウをはじめ大量のプランクトンが採取でき
（図 7 C），短い夏に少ない栄養塩類を吸収し一気に増殖するといった，高原の湖の特徴的な生
態系がデータから見れたのは成果であった。あらかじめ用意した学校の池のデータと比較でき
たので，学生・生徒たちの理解も早かったと思われる。その他，30 cm近いカラスガイなども
採集できたり（図 7 D），普段の学校では経験できないことに学生・生徒たちも楽しく実習が
できた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
図 7．5班の課題研究。（A）採水の様子，（B）水質分析の様子，

（C）採集したプランクトン，上：ケイソウ，下：ミクロキスティス，（D）カラスガイ。

5-6．6 班
6 班の目的は，蓼科周辺に生息する昆虫と植物の観察を通して，虫と食草の関係がどのよう

に成り立っているか，さらに昆虫は紫外線領域も見えているとされているが，その条件下で花
はどのように見えているかを観察・解析することであった。班員は 6名で，蝶が大好きという
大学生がリーダーとなった。班員はそれぞれカメラを持ち，2 枚の UV 透過フィルター（透過
する光の波長ピークは 300 ～ 400 nm，750 nmにも小ピーク有）を持参して，虫が集まってい
る花を探し，さらに花が紫外線を反射しているかどうかをUV透過フィルターで解析した（図
8）。また班活動としては，2 日目の蓼科山下山時と 3 日目の山荘周辺のフィールドワークで花
と昆虫を観察し，森林の遷移，森林限界，生息している花と虫の関係，高山植物がなぜ高い山
に咲くのかなどについて解説した。UV 透過フィルターで明瞭な画像を撮影するためには補助
照明があるとよかったと思う。研究発表では，ツリガネニンジン，シラカバ，ヒメジョオン，
黄色い花，昆虫の紫外光反射に注目した。蝶はツマグロヒョウモンはウドの花，アサギマダラ
はヨツバノヒヨドリなどのように止まりやすく細長い花の形を好んでいた。花は 36 種，蝶は
6 種を同定し，シラカバや虫たちも紫外光を反射することなど，今後につながる貴重な知見を
得た。

Ａ Ｂ Ｃ
図 8．6班の課題研究。（左）可視光像と（右）UV透過フィルター像。

（A）ツリガネニンジン，（B）シラカバ，（C）オオシロオビアオシャク。

5-7．研究発表会
課題研究の結果を参加者全員で共有できるように，最終日に研究発表会を設定した。2，3
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日目の団体行動と班別活動で得られた観察結果や測定データから，各班の学生・生徒はデータ
解析やプレゼンテーション構成などを，就寝時間を惜しむほど精力的に取り組んだ。総じて，
大学生はプレゼンテーションの構成力に長け，高校生は解析能力に長けているように感じた。
得られたデータを形にしていく作業は，データの採集や撮影以上に手間がかかるものであるが，
学生・生徒がそれぞれの長所を活かして，異学年間の交流を深めながら解析，まとめを行って
いた。
最終日 22 日午前に，各班による研究発表会を行った。班内の中学生から大学生まで全員が

分担をして口頭発表を行った（図 9）。発表態度も良好であった。さまざまな学会で行われる
ようになったジュニアセッションでしばしば見られるような，メモにかじりついて聴衆を見な
い発表者は非常に少なかった。その後，全員でそれぞれの研究発表やプログラムの感想をアン
ケートに記し，研究発表会を終えた（資料 4）。

6．実習の効果

このプログラムの主眼は，中学生，高校生，大学生，教員も含めてすべてがお互い学びあい
協力し，目標へ向かうことである。参加者の多くはあまり自然に触れる機会がなく，自然を観
察・観測してそこから何かの知見を見いだす経験も乏しい。しかしながら，自然豊かな立科に
おいて，その自然を満喫し，自然に直接アプローチする探究活動を行うことで，学生・生徒の
自然に対する興味関心を高め，自然に対する科学的な接し方を体験させることができたのでは
ないかと感じている。参加者の感想（資料 5）から気持ちや達成に関する言葉を抜粋すると，

「楽しかった」「さまざまな体験ができた」「交流ができた」「この経験を今後に活かしたい」「勉
強になった」「初めての体験だった」「疲れた」「達成感を感じた」などが見られた。とくに「楽
しかった」という感想はほとんどに見ることができた。また「交流ができた」という感想も多
く，このプログラムの目的とする異学年交流が促進されたことが見受けられる。また，交流は

図 9．発表の様子。（A）1班，（B）2班，（C）3班，（D）4班，（E）5班，（F）6班。
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学生・生徒間だけでなく，教員側も中学生から大学生までの年代に触れることで，さまざまな
示唆を受けた。たとえば「北斗七星やカシオペアから北極星をたどるのを生で体験できてよか
った」という感想からは，学校で教わるものの実際に星空を見上げたことがなく，実際に体験
できたことが印象に強く残ったことが見受けられ，教員としては体験機会の提供の重要性を改
めて認識させられるものであった。教室内の授業では得られない体験だったといえよう。さら
に専門のちがう教員間での情報交換も有意義であった。学生・生徒どうし，学生・生徒と教員
間，教員どうしそれぞれの交流で新しい発見があり，収穫があった。まさに慶應義塾の半学半
教の精神を直接的に具現化したプログラムといえよう。

7．まとめと反省

中学生から大学生までの異学年で構成される班で自主的な探究活動を行う，立科山荘で 3泊
4 日の総合野外実習を，未来先導基金の支援を受けて「空を観るプロジェクト ―宇宙と気象
への理解と夢をはぐくむ―」として行った。
参加者からは，「参加してよかった」「楽しかった」という感想が多く得られた。企画運営す

る立場としては安堵の感がある。2 泊 3 日から 1 泊増やして 3 泊 4 日の構成として 2 年目，改
善点はまだ見られるものの充実したプログラムとなった。データ採集，解析，発表準備に十分
な時間を取ることができ，発表の質も高まったと感じる。また，主たる目的である異学年間交
流もより促進されたように思う。
反省点としては，登山における軽装が目立ったことがまず挙げられる。蓼科山登山道はガラ

場が続き，歩きにくい。足首をしっかり固定する登山靴でないと危険である旨，より連絡を徹
底すべきであった。また，防寒具，雨具の用意も指示していたが，なかには安価な使い捨て合
羽も散見された。山頂付近では雲に覆われ肌寒いほどで，仮に雨が降れば使い捨て合羽では十
分な保温ができなかったであろう。登山装備については，事前指導を充実させる必要がある。
他には日程上仕方のないことではあるが，月が満月に近く夜空が明るい時期の実施となった

ため，天体観望が不振であった。土星や月など明るい天体は見ることができたが，これらの天
体は都会でも同じように見られるので，立科山荘ならではの光害のない夜空で，天の川やさそ
り座，いて座周辺の星雲，星団を実際に見てもらいたかった。また，暗い天体も観望するため
口径の大きい 20 cm 反射望遠鏡を用意したが，可搬性や操作性に難があり，観望に適した機
材の研究をより進める必要性を感じた。
このプログラムに何度も参加している生徒の感想は次のような言葉で締めくくられていた。

「このような一貫校の良さをいかしたプログラムはありそうで，あまりないと思います。今回
も本当によい体験をさせていただきました。ありがとうございました」。このプログラムをよ
り洗練させ継続しなければならない，筆者らがそんな認識を新たにするに十分な一言だった。
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と
思

う
人

、
是

非
参

加
し

て
下

さ
い

。
 

•
 星

や
空
に

興
味
・
関
心

が
あ
り
、
自

分
で
じ
か
に

観
察
・
観
測

し
て
み
た
い

。
立
科
周
辺

の
生
物
の
観

察
を
し
た
い

。
 

•
 友

人
達
と

宿
泊
も
兼
ね

て
楽
し
い
実

習
を
し
た
い

。
 

•
 一

貫
校
生

や
友
人
と
グ

ル
ー
プ
で
一

緒
に
調
査
し

、
考
え
、
学

ぶ
こ
と
も
楽

し
そ
う
だ
。

 
一

貫
校

へ
の

募
集

も
行

い
ま

す
。

参
加

者
は

一
貫

校
出

身
者

で
な

く
と

も
全

く
構

い
ま

せ
ん

。
か

つ
て

「
星

や
空

が
大

好
き

だ
っ

た
子

供
」

だ
っ

た
ひ

と
、

森
林

問
題

や
ダ

ム
問

題
な

ど
環

境
問

題
に

興
味

が
あ

る
人

、
都

会
で

は
見

ら
れ

な
い

生
き

物
を

存
分

に
見

た
い

人
、

教
職

に
就

く
こ

と
を

考
え

て
い

る
人

や
、

年
少

者
に

指
導

す
る

こ
と

が
好

き
な

人
、

友
人

と
わ

い
わ

い
言
い

な
が

ら
楽
し

く
学

ぶ
こ
と

が
好

き
な
人

に
お

勧
め
で

す
。
バ

ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど

も
楽

し
い
経

験
に

な
り
そ
う
で
す
。 

参
加
申
し

込
み

は
；
 

�
 

申
し
込
み

は
以

下
の
申

込
書

を
7月

4日
(木

)午
後

6時
ま

で
に
日

吉
キ
ャ

ン
パ

ス
第
二

校
舎

２
階
２

１
２

室
に
提
出
し
、

同
時
に
こ

の
申

込
書
の

最
終

行
の
項

目
（

必
須
事

項
と

記
載
さ

れ
て

い
る

。）
を
杉

本
宛
（

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
）

に
メ
ー
ル

し
て

下
さ
い

。
紙

媒
体
の

申
し

込
み
が

間
に

合
わ
な

い
と

き
は
、

メ
ー

ル
が
間

に
合

え
ば
よ

い
で

す
。
 

�
 

個
人
に
よ

る
登

録
と
グ

ル
ー

プ
に
よ

る
登

録
も
受

け
付

け
ま
す

。仮
に
抽
選

と
な

っ
た
場

合
、グ

ル
ー
プ
単

位
で
扱
い
ま

す
。
グ
ル

ー
プ

登
録
の

場
合

も
、
申

込
書

は
全
員

の
情

報
が
必

要
で

す
の
で

個
々

に
出
し

て
下

さ
い
。
 

�
 

提
出
先：

こ
の

参
加
申

込
書

を
日
吉

キ
ャ

ン
パ
ス

第
二

校
舎
２

階
２

１
２
室

の
杉

本
に
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。研
究
室
に

不
在
の
場

合
は

、
ド
ア

の
参

加
申
し

込
み

用
の
封

筒
に

入
れ
て

く
だ

さ
い
。
 

�
 

参
加
希
望

者
が

多
数
の

場
合

は
抽
選

と
な

り
ま
す

。７
月

9日
(火

)に
は

参
加
者
を

決
定
し

、学
生
部
の

掲
示

板
に
掲

示
し

、
個
人

に
は

メ
ー
ル

し
ま

す
。
 

―
―
―
―

―
―

―
―
―

―
―

―
―
―

―
 

 
 
切

り
取

り
線
 

 
―

―
―
―

―
―

―
―
―

―
―

―
―
―

―
―

―
―
―

―
 

 
 
 
 

立
科

林
間

実
習

参
加

申
込

書
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

個
人
・

グ
ル

ー
プ
 

←
該

当
す
る

箇
所

に
○
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
杉

本
or

秋
山

担
当
授

業
履

修
の
場

合
、

授
業
の

時
限

 
 
 

曜
日

 
 
 

限
 

科
目
名

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 
学
部
 

 
学
科
 

 
学
年
、
学
籍
番
号

 
 

 
 

 
 

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
男
・
女
 

 
 

連
絡
先
：
 

本
人
携
帯

電
話

番
号
：

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

住
所
〒

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

本
人
携
帯

メ
ー

ル
ア
ド

レ
ス

（
常
時

連
絡

が
付
く

も
の

）
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

緊
急
連
絡

先
；

保
護
者

氏
名

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
続

柄
(該

当
す
る

欄
に
○

) 
父

 
母
 

そ
の

他
 
 

 
 
 
 

 
住

所
；

(自
分
の

現
住
所

と
異

な
る
場

合
の

み
)〒

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

保
護
者
の

電
話

番
号

(又
は
自

宅
)：

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

グ
ル
ー
プ

登
録

の
場
合

、
グ

ル
ー
プ

構
成

員
の
合

計
人

数
(本

人
を
含

む
)と

本
人
以

外
の
氏

名
 

人
数
：
 

 
 

 
 
人

、
氏

名
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

や
っ
て
み

た
い

課
題
・

意
見

・
要
望

・
抱

負
な
ど

一
言

！
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

__
__
__

__
__
__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__
__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__
__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__
__
__

__
__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__
__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__
__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__
__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__
__
__

__
__
__

__
__

__
 

 
必

須
事

項
 

申
し
込
み

提
出

と
同
時

に
、上

記
本

人
の

メ
ー
ル

ア
ド

レ
ス
か

ら
以

下
の
ア

ド
レ

ス
に
、件

名
;立

科
実
習
申

し
込
み

、本
文
；

氏
名
、
自

分
の

携
帯
電

話
の

番
号
、

現
住

所
、
保

護
者

名
を
送

信
し

て
下
さ

い
。

 
（
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

）
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慶應義塾大学日吉紀要・自然科学 No. 55（2014）
資
料
3．

実
習
の
し
お
り

 
2

1.
 連

絡
先

 
実
習
に
関

す
る
質
問
及

び
連
絡
先
；

谷
口
真
也
 

あ
る
い
は
他

の
担
当
教
員

へ
 

-実
習
前
日
ま
で
；
杉
本

（
 
 
）
又

は
 
谷
口
（

 
 
）
、
秋

山
（
 
 
）

 
-緊

急
及

び
実

習
期

間
中

は
；
杉
本
( 

 
)、

谷
口
（
 

 
）
、
秋

山
（
 
 
）

 
 
 

山
荘
に
は

人
数
分
の
使

用
予
約
が
し

て
あ
り
ま
す

の
で
、連

絡
な

し
に
欠
席

す
る
こ
と
は

極
力
避
け
て

下
さ
い
。分

か
ら
な

い
事
が
あ

っ
た
時
は
、

遠
慮
な
く
質

問
し
て
下
さ

い
。
 

 2.
 持

ち
物

 
チ

ェ
ッ

ク
欄

 
現
金
：
実
習

費
（
宿

泊
費
＋
食
費
＋

交
通
費
＋
実

習
資
料
費
な

ど
）
（

担
当
者

よ
り
指
定

、
未
来
先
導

基
金

か
ら
一
部
補

助
さ
れ
て

い
ま
す
。
）

 
 

8月
18

日
の
お
昼
の
お
弁

当
 
（
途
中

の
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
で
購
入

も
可
）

 
 

着
て
い
く
服

と
３
日
分

の
着
替
え
、

就
寝
用
の
服

。
（
東
京
よ

り
寒
い
の
で

基
本
的
に
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
）

 
林
間
を
歩
く

た
め
の
衣

類
；
長

袖
、
歩

き
や
す
い

長
ズ
ボ
ン
、
帽

子
、
ウ
ォ
キ

ン
グ
シ
ュ

ー
ズ
、
軍
手
（
虫

刺
さ
れ
防
止

と
け
が
防

止
の
た
め
、
長

袖
・

長
ズ

ボ
ン

を
基

本
と
し
ま
す
）

 
 

歩
く
と
き
に

持
っ
て
い

く
タ
オ
ル
、
水

筒
（
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
で

も
よ

い
。
50

0m
lを

2本
位
,空

き
に
な
っ

た
も
の
を
取
っ

て
お
き
、

水
を
入
れ
て

持
参
で
良
い

。
）
 

 

虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
（
特

に
弱
い
人
は

必
ず
持
参
の

事
）
、
日
焼

け
止
め

 
 

筆
記
用
具
(ス

ケ
ッ
チ
用

の
硬
い
鉛
筆

も
)、

ノ
ー
ト
（

ス
ケ
ッ
チ

用
の
無
地
の
B5

～
A4

版
の
も

の
）
、
メ
モ

帳
（
行
入

り
の
携
帯
用

の
小
さ
い
も

の
）
 

 

洗
面
用
具
(タ

オ
ル
、
歯

ブ
ラ
シ
、
歯

磨
き
チ
ュ
ー

ブ
、
シ
ャ
ン

プ
ー
、
リ
ン

ス
、
石
鹸
) 

 
雨
具
 
（

傘
、
雨

合
羽
又

は
は
っ
水

性
の
パ
ー
カ

な
ど
、
防
寒

具
に
も
な
る

の
で
必
須
で

す
。
）

 
 

懐
中
電
灯

（
夜
間
観
察

用
）
 

 
傷
薬
、
絆

創
膏
、
常
備

薬
な
ど

 
 

健
康
保
険

証
 

 
こ
の
し
お

り
 

 
新
聞
紙
1 

日
分
（
お
し

ば
の
作
製
や

包
装
用
に
使

い
ま
す
。
）

 
 

大
学
生
で

持
っ
て
来
ら

れ
る
人
は

、
個

人
用
の
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ

ン
や
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
（
こ
ち
ら
で
も

数
台

用
意
し
ま

す
。
）

 
 

そ
の
他
 

（
自
分
で
必

要
な
も
の
；

携
帯
電
話
、

コ
ン
タ

ク
ト

レ
ン
ズ
関
係

、
カ
メ
ラ
、
電

池
、
メ
モ
リ
、

PC
に
つ
な
ぐ

ケ
ー
ブ
ル

な
ど
、
双

眼
鏡

を
持
っ
て

い
る
人
は
持

っ
て
く
る
と

よ
い
で
す

。
洗
濯
し
た
い

人
は

洗
剤
）

 
 

 

 

 未
来

先  
  ・

主
催

・
担

当
教

谷
口
真

井
澤
智

・
日

時
：

・
場

所
：

・
住

所
：

事
務
室
T

 大
学

 
 先
導

基
金

20
13

一
貫

校

：
未

来
先
導

教
員
 

代
表

真
也

（
普
通

智
浩

（
志
木

20
13

年
８
月

慶
應

義
塾
大

〒
38

4-
23
0

Te
l:

02
67
-5

 
 

学
部金

公
募

3年
 「

校
連

携

導
基

金
に
よ

る
；
杉

本
憲
彦

通
部
）
、

柊
原

木
高
）
、

小
荒

月
19

日
（
月

大
学

校
外
教

09
長

野
県
北

55
-6
62
5 

 

部
 

/高
校

 氏
名

：
＿募
プ
ログ

「空
を
観

携
 立

科

る
 

彦
(大

学
・

物
原
（
く

き
は

荒
井
千

人
（

）
～
８

月
2

教
育
施
設

 
立

北
佐
久
郡

立
科

校
/ 

普
通

部

＿
＿

＿
＿

＿

1

グ
ラ
ム
 

観
るプ

科
野
外

理
) 

 
は
ら
）

礼
士

（
湘
南

藤
沢
）

2日
(木

) 
立
科
山

荘
 

科
町
大

字
芦

部
・

中
等

＿
＿

＿
＿プ
ロジ

ェ
外

実
習

（
幼
稚
舎

）
、
秋
山

豊

田
八

ヶ
野
字

部
 

 
学

＿
＿

＿
＿

＿ェク
ト

習
の
しお

、
松
本

直
記

子
(大

学
・

字
女
神
平

11
5

学
年

 
学

籍

＿
＿

＿
＿

＿」 
 

お
り 

記
、
杵

島
正
洋

生
物
) 

53
 
 

 
 

籍
番

号
 

 

＿
＿

＿
＿

 洋
（
日
吉

高

 
 

 
 

 
 

 
 高

）
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一貫校連携による立科山荘夏期総合野外実習（松本（直）・杉本（憲）・谷口・井澤・杵島・柊原・小荒井・秋山）

 
4

５
. 

施
設
の

利
用

と
注

意
 

①
 
実
習

施
設

に
は
、1

，2
，3

号
棟

（宿
泊

室
、教

職
員
宿

泊
室

、洗
濯
室

、洗
面
コー

ナ
ー

、洗
濯

機
、乾

燥
機

、ミ
ー
テ
ィン

グル
ー

ム）
、教

室
棟

（教
室
、自

習
室

）、
体
育

館
、中

央
棟

（食
堂

、教
職

員
宿

泊
室

、談
話
室

、フ
ロ

ント
、浴

室
、ロ

ビー
、医

務
室

、休
養

室
）が

あり
ます

。 
②

 
宿
泊

棟
は
4名

～
8名

収
容

可
能

な部
屋

で
、ベ

ッド
、机

、椅
子

、蛍
光
灯

、衣
服

整
理

棚
など

が
あり

ます
。 

③
 
清
掃

は
各

人
の
役
割

を分
担

し、
共

同
で
行

い
ます

。特
に
最
終

日
は
入

念
に
清
掃

を行
って

くだ
さい

。 
④

 
ゴミ

は
可

燃
と不

燃
に
分

別
し、

所
定
の
ゴミ

箱
に
捨

て
るこ

と。
 

⑤
 
他

の
宿
泊

者
の
迷

惑
とな

りま
す

の
で
、夜

間
、特

に
夜

10
時

以
降

は
騒

が
な
い
よう

注
意

しま
しょ

う。
 

⑥
 
夜

間
に
無

断
で
外

に
出

ない
よう

に
して

下
さい

。 
 ６．

 成
果
発

表
 

参
加
者

は
、全

員
参
加

に
よる

テ
ー

マ
（蓼

科
山

御
泉
水

湿
地

で
の
観
察

、女
神

湖
と山

荘
周

辺
で
の
観

察
、星

の
観
察

な
ど）

の
他

、4
～

5 
名

に
よる

グル
ー

プ
を構

成
し、

そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
つ

い
て観

察
や

調
査

をし
ます

。そ
れ
をも

とに
考

察
を導

きま
す

。班
の
担
当

教
員

が
サ
ポ
ー

トを
行

い
ます

。 
グ

ル
ー

プ
の
メン

バ
ー

構
成

は
、個

人
の
希
望

や
所

属
学

校
毎

の
バ
ラン

スを
配
慮

し、
集
合

後
に
決

定
しま

す
。参

考
資

料
や

ノー
トパ

ソコ
ンと

デ
ジ
タル

カメ
ラな

ども
グル

ー
プ
毎

に
使

用
で
きま

す
の
で
、記

録
、デ

ー
タの

解
析

や
成
果

発
表

など
に
使

用
しま

す
。実

習
の
最
終

日
に
全

員
で
成

果
発

表
を行

い
ます

。グ
ル
ー

プ
で
の
成
果

発
表

の
ほ
か
に
、そ

れ
ぞ
れ
個

人
が
興

味
を持

った
こと

、わ
か
った

こと
等

も発
表

しま
す

。 
 ７

．
教

員
と

班
構

成
 

班
 

テ
ー

マ
(仮

題
) 

担
当

教
員

 
所

属
と

専
門

分
野

 
大

学
生

 
高

校
・

普
通

部
 

１
 

高
原

の
気

象
観

察
・

観
測

 
杉

本
 

憲
彦

大
学

・
物

理
 

 
 

２
 

星
・

天
体

の
測

定
・

観
察

 
松

本
 

直
記

 
日
吉

高
・

理
科

 
 

 
 

３
 

周
辺

の
地

形
や

岩
石

・
鉱

物
の

観
察

 
 

杵
島
 

正
洋

小
荒
井

千
人

日
吉

高
・

理
科

 
湘
南

藤
沢

中・
高

理
科

 

 
 

４
 

 
土
壌

動
物

の
観

察
 

谷
口
 

真
也

普
通

部
・

理
科

 
 

 
 

５
 

女
神

湖
の

水
質

と
水

生
生

物
 

井
澤
 

智
浩

志
木

高
・

理
科

 
 

 
 

６
 

 
虫
と

食
草

の
関

係
 

秋
山
 

豊
子

 柊く
き
原は
ら
礼

士
 

大
学

・
生

物
 

 幼
稚

舎
・

理
科

 

 
 

 
3

 3.
 集

合
 

８
月
19

日
(月

) 
午

前
8時

30
分

 
貸

し
切

り
バ

ス
で

出
発

で
す

の
で

時
間

厳
守

の
事

。
午

前
9時

出
発
。

 
慶
應

義
塾

大
学

日
吉

キ
ャ

ン
パ

ス
、
イ

チ
ョ

ウ
並

木
の

中
ほ

ど
、
陸

上
競

技
場

へ
の

入
り

口
付

近
。
当

日
の

昼
食

持
参
(途

中
の
ド

ラ
イ

ブ
イ

ン
で

も
購

入
可
)。

(大
学

生
は

第
二

校
舎

３
Ｆ

秋
山

研
；

３
０

６
B室

集
合
) 

 
4．

日
程

 
（

全
体

活
動

以
外

の
時

間
は

班
で

相
談

し
て

班
活

動
に

使
っ

て
下

さ
い

）
 

   日
時

 
 
 
 
 

午
前
 

 
 
午
後

 
夜
間

 
8月

19
日
 

(月
) 

8:
30

 
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
集
合

 
9:

00
 
貸
し
切
り
バ
ス

で
出
発

 
（
バ
ス
中

、
あ
る
い
は

到
着
後
。

持
参
の
お

弁
当
を
食
べ

る
。
）

 
12

:3
0 

 
立
科
山
荘
着

 
 
共
同
荷

物
の
搬
入
。

 
 

全
体
ガ
イ

ダ
ン
ス

 
1:

30
 
班
に
分
か
れ
て

テ
ー

マ
や
解
析

法
を
打
ち
合

わ
せ
 

3:
00
 
山
荘
周
辺
を
歩

い
て

動
植
物
の

観
察
、
地
形
や

気
象

の
観
察
。
 

5:
00
～
入
浴
 

6:
00

 
食
堂
で
夕
食

 
星
の
観
察

？
 

気
象
の
観

測
？
 

班
で
観
察

デ
ー
タ
の
ま

と
め
 

夜
間
観
測

 

 8
月
20

日
 

(火
) 

   
  

 
 
 
 7:

30
（
？
）
 
食
堂
で

朝
食
 

1日
の
行
動
に
つ
き
ガ
イ

ダ
ン
ス

 
8:

30
 
出
発
（
実
習
内

容
は
天
気
に

よ
り
）

 
①

 蓼
科
山
登

山
。
動
・
植

物
相
の
遷
移

や
気
象
・
地

理
の
観
察
。
 

②
 ゴ

ン
ド
ラ

で
ご
泉
水
湿

地
に
上
が
り

滝
ま
で
歩
き

周
辺
の
動
植

物
・
気
象

。
地
理
の
観

察
。
 

③
 山

荘
周
辺

の
動
植
物
・

地
理
・
気
象

の
観
察
。

 
昼
食
は
お

弁
当
 

4:
30

 
山
荘
へ
戻
る
。

 
5:

00
～
 
入
浴
 

6:
00

 
夕
食
 

夜
間
観
測

 
班
で
観
察

デ
ー
タ
の
ま

と
め
、

プ
レ
ゼ
ン

用
意
 

 8
月
21

日
 

(水
) 

7:
30

 
食
堂
で
朝
食

 
1日

の
行
動
に
つ
き
ガ
イ

ダ
ン
ス

 
8:

30
 
出
発
（
実
習
内

容
は
天
気
に

よ
り
）

 
①
蓼
科
山

登
山
。
動
・

植
物
相
の
遷

移
や
気
象
・

地
理
の
観
察

。
  

②
ゴ
ン
ド

ラ
で
ご
泉
水

湿
地
に
上
が

り
滝
ま
で
歩

き
周
辺
の
動

植
物
・
気
象

。
地
理
の
観

察
。
 

③
山
荘
周

辺
の
動
植
物

・
地
理
・
気

象
の
観
察
。

 
昼
食
は
お

弁
当
 

4:
30

 
山
荘
へ
戻
る
。

 
5:

00
～
 
入
浴
 

6:
00

 
夕
食
 

（
晴
れ
て

い
れ
ば
）
外

で
 

バ
ー
ベ
キ

ュ
 

夜
間
観
測

 
班
で
観
察

デ
ー
タ
の
ま

と
め
、

プ
レ
ゼ
ン

用
意
 

8月
22

日
 

(木
) 

 
  

 
 
  

7:
30

 
食
堂
で
朝
食

 
8:

30
～
11
:3
0 

ま
と
め

の
プ
レ

ゼ
ン

 

弁
当
を
受

け
取
る
。

 
共
同
荷
物

の
梱
包
運
び

だ
し
。

各
部
屋
の
掃

除
。

 
13

:0
0 

貸
し
切
り
バ
ス

で
出

発
 

18
:0
0 

日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
に

戻
っ
て
解

散
（
予
定
）
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5

8．
参

加
者

名
簿

 
 

 
 

 
 

  

番
号
 

学
校

 
学

年
 

氏
 
名

 
趣

味
・

特
技

・
好

き
な

も
の

 
１

 
普
通
部

 
 

 
 

２
 

〃
  

 
 

 
３

 
〃
 

 
 

 
４

 
〃
 

 
 

 
５

 
日
吉
高

 
 

 
 

６
 

〃
 

 
 

 
７

 
〃
 

 
 

 
８

 
〃
 

 
 

 
９

 
〃
 

 
 

 
１

０
 

〃
 

 
 

 
１

１
 

〃
 

 
 

 
１

２
 

〃
 

 
 

 
１

３
 

〃
 

 
 

 
１

４
 

〃
 

 
 

 
１

５
 

〃
 

 
 

 
１

６
 

  
〃
 

 
 

 
１

７
 

〃
 

 
 

 
１

８
 

〃
 

 
 

 
１

９
 

志
木
高

 
 

 
 

２
０

 
〃

 
 

 
 

２
１

 
〃

 
 

 
 

２
２

 
〃
 

 
 

 
２

３
 

大
学

 
 

 
 

２
４

 
〃
 

 
 

 
２

５
 

〃
 

 
 

 
２

６
 

〃
 

 
 

 
２

７
 

〃
 

 
 

 
２

８
 

〃
 

 
 

 
２

９
 

〃
 

 
 

 

 
6

メ
モ

欄
 

          ９
. 

資
料

 
 

 
地

図
、

御
泉

水
自

然
園

マ
ッ

プ
、

周
辺

で
観

察
で

き
る

動
植

物
な

ど
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資料 4．各班の発表スライド

1 班の課題研究
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2 班の課題研究
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一貫校連携による立科山荘夏期総合野外実習（松本（直）・杉本（憲）・谷口・井澤・杵島・柊原・小荒井・秋山）

3 班の課題研究
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慶應義塾大学日吉紀要・自然科学 No. 55（2014）

4 班の課題研究
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一貫校連携による立科山荘夏期総合野外実習（松本（直）・杉本（憲）・谷口・井澤・杵島・柊原・小荒井・秋山）

5 班の課題研究
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6 班の課題研究
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一貫校連携による立科山荘夏期総合野外実習（松本（直）・杉本（憲）・谷口・井澤・杵島・柊原・小荒井・秋山）
資
料
5．

参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
）

 
立科

山荘
周辺

、ま
た蓼

科山
など

では
様々

な自
然や

生き
物が

あっ
て、

それ
ぞれ

が共
生し

てい
るの

が分
か
った

。湖
で様

々な
水質

調査
から

傾向
など

を分
析し

てい
るの

はす
ごい

と思
った

。ま
た、

身近
な数

字と
小
さな

道具
で位

置や
対象

物の
高さ

を求
めら

れる
のが

良い
と思

った
。ダ

ニが
どの

土壌
にも

生息
して

いる
の
がす

ごい
とお

もっ
た。

普段
私た

ちが
よく

見て
きれ

いと
思っ

てい
る自

然も
目を

こら
して

じっ
くり

観察
す
ると

新た
な発

見が
あっ

たり
して

楽し
かっ

た。
 

 塾
高

3
年

 

 
今回

初め
て夏

の学
校に

参加
しま

した
。ま

ず一
番印

象に
残っ

たの
は蓼

科山
の登

山で
す。

私自
身登

山は
ほ
とん

どし
たこ

とが
なく

、体
力的

にと
ても

つら
いも

ので
した

が、
地学

や生
物の

先生
と一

緒に
登山

をし
た
こと

で様
々な

こと
が学

べ、
とて

もい
い体

験が
でき

たと
思い

まし
た。

また
私の

グル
ープ

のテ
ーマ

は星
や
月に

つい
てで

した
が、

天気
が悪

くい
いデ

ータ
がえ

られ
ず苦

戦し
まし

たが
、最

終的
にう

まく
まと

めら
れ
てよ

かっ
たで

す
。こ

の
4
日
間を

通し
て先

生方
や大

学生
、他

の
学校

の
生徒

と交
流が

でき
とて

も楽
しか

っ
たで

す。
 

 塾
高

3
年

 

 
今思

い返
して

みる
と、

この
夏の

学校
で多

くの
体験

をす
るこ

とが
でき

たな
思い

まし
た。

自然
豊か

な環
境
で合

宿な
んて

なか
なか

でき
るも

ので
はな

いし
、何

より
初対

面の
人々

と協
力し

なが
らの

グル
ープ

ワー
ク
はと

ても
良い

刺激
にな

りま
した

。普
段星

につ
いて

やっ
てい

る身
とし

ては
、「

大
地の

測量
」を

テー
マに

選
んだ

こと
で、

新鮮
な気

持ち
で地

学に
向き

合え
まし

た。
プレ

ゼン
に関

して
も、

杵島
先生

、大
学生

をは
じ
めと

した
みな

さん
から

手を
借り

、満
足の

いく
プレ

ゼン
を作

り上
げる

こと
がで

きま
した

。ま
た来

たい
と
思い

ます
。 

 塾
高

3
年

 

 
初め

て参
加し

た夏
の学

校は
、班

の人
たち

と楽
しく

実習
する

こと
がで

きま
した

。2
日
目
の
蓼科

山
の山

登
りは

想像
して

いた
より

傾斜
が激

しく
歩き

にく
い道

だっ
たが

、山
頂に

巡り
つい

てか
ら下

山し
きっ

たと
き
は達

成感
が感

じら
れま

した
。

3
日
目の

Ｂ
ＢＱ

も楽
しく

でき
まし

たし
、山

荘の
ごは

んも
美味

しか
った

で
す。

一方
で、

プレ
ゼン

のほ
うは

ある
程度

いい
発表

は出
来た

かな
？と

は思
いま

した
。た

だ、
質疑

応答
で
ツッ

コミ
をそ

こそ
こ入

られ
てし

まっ
たの

で、
研究

が少
し足

りな
かっ

たと
思い

まし
た。

もう
少し

詳し
く
グラ

フの
説明

等を
やっ

てお
けば

よか
った

と思
うが

、終
わっ

てし
まっ

たの
で次

回以
降の

プレ
ゼン

でこ
の
経験

を活
かせ

てい
けた

らい
いで

す。
3
泊

4
日
あ
り
がと

うご
ざい

まし
た。

 

 塾
高

3
年

 

 
今回

で夏
の学

校は
4
、

5
回
目の

参加
とな

りま
した

が、
来年

から
は大

学生
とな

り、
もう

参加
でき

ない
可
能性

があ
るの

で、
悔い

の残
らな

い様
、3

泊
4
日
研
究し

よう
と思

いま
した

。昨
年、

一昨
年は

柊原
先生

の
班で

蓼科
の昆

虫に
つい

て研
究し

まし
たが

、今
年は

心機
一転

、蓼
科山

と立
科山

荘付
近の

土壌
につ

いて
調
べる

こと
にし

まし
た。

志望
動機

は、
今ま

で何
回も

蓼科
山を

登山
して

きま
した

が、
土壌

から
その

場所
の
地質

や生
態に

つい
て考

えた
こと

がな
かっ

たか
らで

す。
また

、蓼
科山

と山
荘を

比較
した

時、
どの

よう
な
違い

が出
てく

るか
と言

った
こと

にも
興味

があ
りま

した
。 

2
0
1
3
年

8
月

1
9
～

2
2
日
 
一貫

校連
携 

「空
を観

るプ
ロジ

ェク
ト」

立科
山荘

総合
実習

の感
想（

抜粋
） 

 普
通
部

3
年 

 
虫を

捕り
なが

ら様
々な

植物
を観

察す
るこ

とが
でき

、楽
しか

った
です

。蓼
科登

山は
疲れ

たが
、下

山時
は
ゆっ

くり
様々

な高
山植

物を
観察

でき
たの

で疲
れを

忘れ
るこ

とが
でき

まし
た。

一つ
の植

物に
スポ

ット
を
当て

て観
察す

るこ
との

楽し
さを

知っ
た。

夜ふ
かし

は体
に悪

いと
身に

しみ
て思

いし
った

。流
れ星

が見
れ
なか

った
のが

残念
だっ

た。
スラ

イド
を作

るの
が意

外と
難し

かっ
た。

戻っ
てか

らも
今回

やっ
た色

々な
こ
とを

しよ
うと

思っ
た。

 

 志
木
高

3
年 

 
今回

は
2
回
目
の参

加だ
った

が
、昨

年と
は
違っ

たテ
ーマ

の発
表も

あっ
たの

でと
ても

勉強
にな

った
。自

分
たち

の班
の研

究に
つい

てで
ある

が、
今回

は水
質調

査の
班で

研究
を行

った
。水

質調
査は

普段
部活

で校
内
の池

を調
査し

てい
るが

、湖
だと

池と
はま

た違
って

いて
面白

かっ
た。

また
、校

内で
調査

を行
う時

はた
だ
水質

を測
るだ

けで
、な

かな
か水

生生
物を

とっ
たり

、微
生物

を見
たり

する
こと

はで
きな

いの
で、

今回
は
それ

らが
でき

て良
かっ

た。
顕微

鏡を
使っ

て微
生物

を見
たの

は中
学生

以来
だっ

たの
でク

ンシ
ョウ

モな
ど
久し

ぶり
に見

るこ
とが

でき
た。

今回
自分

たち
の班

は
3
人
だ
っ
たの

で
、作

業は
大変

であ
った

が、
部活

の
水質

調査
の知

識を
活か

して
自分

から
もけ

っこ
う意

見を
出す

こと
が出

来た
ので

楽し
かっ

た。
 

 志
木
高

3
年 

 
昨年

に引
き続

きの
参加

だっ
たが

、星
の観

察や
、御

泉水
自然

園等
新し

い事
が今

年は
でき

た。
普段

は都
会
に住

んで
いる

者に
とっ

て、
こう

いう
プロ

グラ
ムは

新鮮
とい

うか
有意

義な
こと

が出
来た

と思
う。

今回
は
ハン

ドレ
ベル

を用
いて

山の
山頂

を求
める

チー
ムに

参加
した

が、
地図

、方
位磁

石、
ハン

ドレ
ベル

とい
っ
たポ

ケッ
トに

入る
よう

な小
さな

もの
でも

正確
な高

さを
求め

るこ
とが

でき
て驚

いた
。発

表を
聞い

て感
じ
たこ

とだ
が

3
泊

4
日
と
時間

数で
見れ

ばか
なり

ある
よう

に思
える

が、
結
構時

間不
足
ぎみ

に思
えた

。と
い
うの

も、
プロ

グラ
ムが

どれ
もそ

れな
りに

重た
いも

のな
ので

、ま
ず内

容把
握か

らの
スタ

ート
であ

り、
そ
れを

考慮
すれ

ば十
分な

出来
では

ない
かと

思っ
た。

僕は
、

2
日
目の

蓼
科山

の登
頂と

3
日
目
の御

泉
園の

蓼
仙の

滝と
いう

所で
、ハ

ンド
レベ

ル測
定や

岩石
の観

察を
行っ

たが
、と

にか
く現

場に
いく

もの
だっ

たの
で
正直

歩き
つか

れた
。体

につ
らい

部分
もあ

った
が、

普段
でき

ない
こと

がで
きて

よい
経験

にな
った

。 
 塾
高

1
年

 

 
今回

初め
て参

加し
た合

宿だ
が、

自由
研究

をた
くさ

んや
って

いる
感じ

でお
もし

ろか
った

と思
う。

合宿
中
は勉

強漬
けや

運動
漬け

とい
う訳

では
なく

何で
もや

った
とい

う印
象が

残っ
た。

グル
ープ

別活
動で

も個
人
での

作業
、グ

ルー
プで

の作
業等

様々
なこ

とを
体験

させ
てく

れた
。最

終日
のプ

レゼ
ンで

は様
々な

専門
知
識を

わか
りや

すく
説明

でき
てお

もし
ろか

った
。登

山は
けが

をし
なく

てよ
かっ

た。
寒さ

対策
につ

いて
少
し不

備が
あっ

たか
もし

れな
いの

で次
登る

とき
はし

っか
り準

備し
たい

。全
体的

に知
識の

不足
を感

じた
の
で興

味を
もっ

たも
のを

積極
的に

学び
たい

。 
 塾
高

1
年

 



86

慶應義塾大学日吉紀要・自然科学 No. 55（2014）

 
今年

の反
省と

して
は、

発表
前夜

の準
備が

長引
いた

点が
挙げ

られ
ます

。早
目に

丁寧
な打

ち合
わせ

を行
い
、夫

々に
明確

な目
的を

示し
て研

究を
行う

べき
だっ

たな
と感

じて
いま

す。
最後

に、
やは

りフ
ィー

ルド
ワ
ーク

は楽
しい

なと
改め

て強
く感

じま
した

。 
 法
学
部

1
年 

 
星を

見た
り、

登山
をし

たり
、水

質検
査を

した
り、

自然
をゆ

っく
り見

るな
ど、

普段
都会

など
東京

近郊
で
すご

す時
とは

違う
よう

な事
を常

にし
たの

で、
なか

なか
に印

象に
残る

イベ
ント

とな
った

。星
を見

たと
き
、普

段は
街頭

で見
えな

いの
に、

蓼科
では

月光
が強

すぎ
て見

にく
くな

ると
いう

ある
意味

面白
い経

験が
で
きた

。実
際に

星・
天体

をじ
っく

り見
ると

いう
のは

初め
てだ

った
ので

とて
も印

象に
残る

もの
だっ

た。
 

 
登山

では
、気

候の
変化

を肌
で体

感す
るこ

とが
でき

、と
ても

大変
なも

ので
あっ

たが
、た

くさ
んの

充実
感
を得

られ
た。

担当
班で

あっ
た水

質検
査で

は、
今ま

でな
んと

なく
汚い

な～
、綺

麗だ
な～

とい
う主

観的
な
もの

を、
客観

的な
数値

デー
タで

もっ
て表

現で
きる

とい
うこ

とが
分か

った
。水

質変
化の

原因
とは

、主
に
生物

（プ
ラン

クト
ン）

の要
因が

大き
いの

だな
と分

かっ
た。

自然
を見

ると
いう

こと
で、

都会
での

生活
を
リフ

レッ
シュ

する
こと

がで
きた

。発
表は

皆さ
ん、

高度
な内

容だ
と思

った
。ま

た、
考察

して
いた

こと
は
実は

身近
な事

柄を
解決

する
よう

なこ
とで

、と
て
も面

白
かっ

た
。蓼

科
合宿

はと
ても

良い
経験

とな
った

。
 

 法
学
部

4
年 

 
今回

初め
て立

科の
自然

教室
に参

加し
まし

た。
日本

百名
山の

立科
山に

登れ
てと

ても
満足

でし
た。

天体
観
測は

、な
かな

か天
気に

恵ま
れな

くて
上手

く進
まな

かっ
たけ

れど
、し

っか
りと

記録
をと

り、
難し

い数
式
を使

って
自分

たち
で回

答を
得ら

れた
ので

良か
った

です
。と

ても
楽し

かっ
たで

す。
また

参加
した

いと
思
いま

す。
 

 教
員

1
 

 
正直

に述
べる

と、
この

学校
への

私の
関わ

り方
自体

が問
題だ

った
ので

すが
、初

参加
で代

表、
しか

も班
一
つ引

率す
るの

は、
結構

大変
でし

た。
蓼科

周辺
のこ

とや
学校

の流
れを

知ら
なか

った
ため

に、
どん

な調
査
がで

きる
のか

、ど
のく

らい
調査

時間
が使

える
のか

、事
前に

想像
がで

きな
かっ

たた
めで

す。
初日

に気
象
班と

地形
班の

メン
バー

が確
定し

てい
なか

った
のも

問題
だっ

たと
思い

ます
が、

班で
の打

ち合
わせ

は
2

日
目が

終わ
って

から
よう

やく
で、

3
日
目に

すべ
ての

デー
タ収

集と
解析

、発
表準

備を
行う

とい
うこ

とに
な
って

しま
いま

した
。ま

た、
パソ

コン
も一

台だ
った

ため
に、

デー
タ解

析と
スラ

イド
作成

が並
行し

て行
え
ず、

さら
に気

象デ
ータ

の吸
い出

しに
時間

がか
かっ

たた
めに

、か
なり

厳し
くな

って
しま

いま
した

。持
参
した

個人
用の

パソ
コン

を導
入す

るこ
とで

なん
とか

対応
しま

した
が、

一台
だと

夜何
時ま

でか
かっ

たか
分
かり

ませ
ん。

班員
が中

１、
高１

、２
、３

、大
と学

年が
分散

し、
人数

が多
かっ

たの
も一

因だ
と思

いま
す
。班

行動
に関

して
は、

地形
班と

とも
にす

るこ
とで

、な
んと

か不
慣れ

な部
分を

補っ
てい

ただ
きま

した
。

一
方で

、初
日の

女神
湖で

の測
量、

夜間
観察

、
2
日
目の

登
山、

3
日
目の

御泉
水と

女神
湖と

、た
くさ

ん体
験
でき

たこ
とは

本当
によ

かっ
たと

思い
ます

。こ
れだ

け詰
め込

んで
、あ

れだ
けの

調査
と発

表が
でき

るの
は
、こ

れま
での

ノウ
ハウ

の蓄
積と

、引
率さ

れた
教員

の方
々の

指導
力の

賜物
だと

思い
まし

た。
学生

にと
っ
て、

本当
に貴

重な
体験

を提
供し

てい
る、

ぜひ
今後

も続
けて

欲し
い企

画だ
と思

いま
す。

 

 

 
今回

の土
壌の

研究
では

、初
日か

らあ
る程

度何
をや

った
らよ

いか
の道

筋は
たっ

てい
たが

、実
習を

進め
る
に連

れ、
研究

対象
が増

えて
いっ

た。
山頂

の土
壌に

は動
物は

存在
しな

いと
予想

して
いた

が、
ツル

グレ
ン
装置

を使
用し

た結
果、

ダニ
やト

ビム
シと

いっ
た微

小な
動物

を確
認す

るこ
とが

でき
た。

 

 
最後

に、
今回

は
9
人
と
大人

数に
も関

わら
ず、

我々
を受

入れ
てく

ださ
りあ

りが
とう

ござ
いま

した
。僕

と
して

は、
他の

8
人
が
初
めは

グル
ープ

でか
たま

りが
ちで

した
が、

日を
追う

ごと
に班

のメ
ンバ

ー、
他の

一
貫校

の参
加者

達と
打ち

解け
て、

楽し
く研

究に
打ち

込ん
でく

れて
うれ

しか
った

です
。ま

た、
今年

は研
究
の過

程で
、昨

年度
まで

の知
識が

活き
てく

るこ
とが

多く
、継

続し
て参

加す
るこ

との
素晴

らし
さを

感じ
た
。

3
泊

4
日だ

と、
やは

り時
間が

短い
ので

、も
う一

泊で
も長

くし
て頂

ける
と、

より
満足

のい
く成

果発
表
がで

きた
と思

いま
す。

 

 
この

よう
な一

貫校
の良

さを
生か

した
プロ

グラ
ムは

あり
そう

であ
まり

無い
と思

いま
す。

今回
も本

当に
良
い経

験を
させ

て頂
きま

した
。先

生方
、あ

りが
とう

ござ
いま

した
。 

 塾
高

3
年

 

 
初参

加だ
けど

楽し
かっ

たで
す。

特に
夜空

の星
の観

察が
印象

的で
した

。北
斗七

星の
星の

延長
線上

に北
極
星が

存在
する

こと
を生

で体
験で

きて
よか

った
です

。同
時に

カシ
オペ

ア
の

W
の延

長上
にも

北極
星が

存
在す

るの
も観

察で
きま

した
。ま

た、
土星

を望
遠鏡

を使
って

見れ
まし

た。
土星

の輪
っか

が確
認で

きた
時
は夏

の学
校に

参加
して

よか
った

と感
じま

した
。班

では
“月

”を
担当

し、
輝面

変化
を利

用し
て月

の朔
望
月を

求め
ると

いう
こと

をや
りま

した
。数

式を
利用

して
、地

球か
らと

ても
遠い

はず
の月

、太
陽を

考え
る
材料

にし
まし

た。
一見

、難
しく

見え
ます

が、
計算

や理
屈は

わり
と単

純で
した

。作
図を

何度
もし

て、
自
分の

証明
、説

明は
正し

いの
かチ

ェッ
クし

まし
た。

効率
的に

課題
をこ

なせ
たの

で、
時間

に余
裕が

もて
た
ので

、夜
空の

観察
に時

間を
費や

すこ
とが

出来
まし

た。
とて

も充
実し

た時
間を

送れ
たの

では
ない

かと
感
じて

おり
ます

。先
生方

、ど
うも

有難
うご

ざい
まし

た。
 

 法
学
部

1
年 

 
登山

、星
の観

察、
観測

など
初め

ての
こと

に挑
戦出

来て
とて

も勉
強に

なっ
た。

文系
の学

科に
進み

、自
然
科学

に触
れる

機会
がな

い中
、こ

の活
動に

参加
出来

て良
かっ

た。
他班

の発
表も

自分
が普

段考
えな

いこ
と
ばか

りで
興味

深か
った

。大
学生

とし
てリ

ーダ
ーシ

ップ
を取

るこ
とは

出来
ず反

省も
残る

が、
新鮮

な体
験
をす

るこ
とが

出来
た。

高校
生の

レベ
ルが

高く
彼ら

の将
来が

楽し
みに

なっ
た！

 

 法
学
部

1
年 

 
高校

三年
間で

チョ
ウの

行動
ネッ

トワ
ーク

とい
う調

査を
、高

校の
ビオ

トー
プを

フィ
ール

ドに
行っ

てき
ま
した

。今
回は

都会
では

なく
、蓼

科と
いう

大自
然の

中で
調査

を行
うこ

とが
でき

、と
ても

楽し
かっ

たで
す
。ま

た、
高校

三年
間の

研究
で得

られ
た知

識が
僅か

なが
らも

参考
にな

った
こと

がと
ても

嬉し
かっ

たで
す

 
(
法
学
部
と
い
う
文
系
で
あ
る
以
上
、
も
う
活
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
活
か
す
場
が
あ
っ
た

こ
と
が
よ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す

)
 
。
普
通
部
、
塾
高
、
志
木
高
と
い
う
内
部
生
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
よ
い
経

験
とな

りま
した

。普
段、

塾高
、志

木高
出身

の人
と接

しま
すが

、そ
れぞ

れの
高校

でど
んな

授業
を受

けて
い
るの

かな
ど色

々聞
くこ

とが
でき

、良
かっ

たで
す。

今年
の研

究で
は、

シラ
カバ

の
U

V
反
射
に
つい

て考
察
が不

十分
であ

った
こと

から
、来

年も
ぜひ

参加
させ

てい
ただ

き、
考察

を深
めた

いと
考え

てい
ます

。 
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発表

につ
いて

。パ
ワー

ポイ
ント

の作
り込

みは
年々

向上
して

いる
。ま

ず概
要、

目的
、各

論、
まと

め。
構
成も

良い
。ビ

ジュ
アル

に展
開す

るこ
とが

心が
けら

れて
いる

。発
表態

度、
天文

学会
ジュ

ニア
セッ

ショ
ン
の生

徒と
比べ

ても
遜色

はな
い。

しか
し、

画面
、メ

モば
かり

に目
が行

く発
表者

も散
見さ

れた
。 

 
その

他。
天文

班は
解析

ソフ
トの

ダウ
ンロ

ード
など

の為
、談

話室
で解

析作
業を

行っ
た。

しか
し、

他の
班
の様

子を
見な

がら
刺激

を受
ける

部分
も大

いに
ある

と考
えら

れる
ため

同じ
教室

棟で
解析

をし
た方

がよ
か
った

。教
室棟

にお
ける

ネッ
トワ

ーク
環境

の整
備を

期待
した

い。
 

 教
員

4
 

 
まず

は、
大き

な事
故な

く安
全に

終了
でき

て良
かっ

た。
それ

ぞれ
が、

日常
とは

異な
る環

境で
、助

け合
っ
て団

体行
動を

しつ
つ、

観察
した

り解
析し

たり
する

こと
を体

験し
ても

らえ
たこ

とで
、大

きな
目的

は達
せ
られ

たか
と思

う。
改善

すべ
き点

は多
々あ

るも
のの

、様
々な

不足
や問

題点
に直

面し
なが

ら、
それ

ぞれ
の
生徒

・学
生が

問題
認識

を深
めて

解決
を試

みる
こと

が、
野外

実習
の面

白さ
では

ない
かと

思う
。実

習の
間
に、

生徒
間で

また
教員

間で
多様

な情
報交

換が
なさ

れて
いた

こと
も、

この
一貫

校連
携実

習な
らで

はの
効
果で

ある
と思

われ
た。

この
よう

な実
習が

実施
でき

る資
金を

支援
して

頂い
たこ

とに
心か

ら感
謝し

てい
る
。 

 教
員

5
 

 
今回

も天
候に

恵ま
れ、

全て
の予

定が
こな

せて
、目

標は
ほぼ

達成
でき

たと
思う

。普
通部

生か
ら大

学生
ま
で皆

が短
期間

のう
ちに

和気
合々

と助
け合

う協
力体

制が
出来

てい
るこ

とが
すば

らし
いと

思う
。や

はり
そ
れは

、「
登山

」が
よい

効果
もた

らし
てい

るの
だろ

う。
理科

を主
目的

とし
てい

なが
らも

、こ
の「

登山
」

が
全体

にメ
リハ

リを
与え

、人
間関

係を
急速

に親
密に

して
いる

。こ
れも

慶應
らし

さで
あろ

う。
欲を

言え
ば
、残

念な
がら

やは
り慌

ただ
しい

うち
に終

わっ
てし

まう
感じ

がし
てし

まう
点だ

ろう
か。

 

パ
ワー

ポイ
ント

の使
い方

や、
発表

の要
領の

よさ
は、

数年
前よ

り学
生た

ちは
数段

もう
まく

なっ
てい

る。
し
かし

、そ
れゆ

えに
、各

テー
マと

もも
う１

つ深
い考

察に
到っ

てい
ない

感が
ある

。も
う少

し時
間を

かけ
て
考察

、ま
とめ

がで
きる

暇が
あれ

ばか
なり

良い
もの

がで
きる

よう
な気

がす
るの

だが
。し

かし
、一

方で
忙
しく

組ま
れて

いる
ので

、メ
リハ

リが
でき

て、
だれ

るこ
とな

く活
動で

きる
所が

よい
とも

言え
るか

もし
れ
ない

。も
ちろ

ん、
一貫

教育
校と

して
のよ

さを
生か

した
プロ

グラ
ムと

して
は、

他に
ない

もの
とし

て非
常
に充

実し
た内

容に
満足

して
いる

。 
 教
員

6
 

 
回を

重ね
るご

とに
研究

の対
象も

多岐
に渡

って
、奥

深く
なっ

てき
てい

るよ
うに

感じ
ます

。学
生
—生

徒達
の
連携

も良
く、

慶應
らし

い良
い活

動が
出来

てい
まし

た。
毎回

どう
して

もま
とめ

、考
察に

取る
時間

が短
く
、発

表に
おい

ても
、デ

ータ
に対

する
考察

と解
析の

量が
もっ

たい
なく

感じ
られ

てし
まう

ので
、こ

れを
次
年度

以降
の課

題と
して

みて
行き

たい
と思

いま
す。

たと
えば

、ま
とめ

と考
察だ

けの
日を

一日
設け

るな
ど
はい

かが
でし

ょう
か。
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中学

生か
ら大

学生
まで

が同
じテ

ーマ
を解

決す
べく

協力
し発

表す
ると

いう
プロ

セス
を目

の当
たり

にし
，

感
銘を

受け
ると

同時
に慶

應義
塾の

一貫
教育

の意
義を

再認
識さ

せて
いた

だい
た。

 

教
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班別

研究
では

意欲
的な

生徒
・学

生に
恵ま

れ、
どう

にか
体裁

をな
すこ

とが
でき

まし
た。

これ
は生

徒・
学
生諸

君に
感謝

です
。酷

暑の
今夏

です
が、

立科
山荘

はと
ても

快適
で恵

まれ
た環

境で
あり

、こ
こで

これ
だ
けの

スタ
ッフ

の下
でフ

ィー
ルド

ワー
クが

でき
る学

生た
ちを

うら
やま

しく
思っ

た次
第で

す。
以下

、次
年
度に

むけ
てい

くつ
か気

づい
た点

を書
きま

す。
 

１
．現

在
のス

タ
イル

（
2
日
目
に登

山
、2

・3
日
目
で
研究

を
進
め

4
日
目で

発表
）は

かな
り完

成さ
れて

いま
す
が、

1
日
目は

改良
の余

地が
ある

なと
感じ

まし
た。

 

1
日
目
、
到着

後
の女

神湖
散策

の中
で、

全員
に対

し簡
単な

の測
量体

験を
して

もら
いま

した
が、

こう
した

デ
モン

スト
レー

ショ
ンが

各教
員少

しず
つあ

って
その

後で
学生

に担
当教

員を
選ん

でも
らう

、と
いう

こと
が
でき

れば
と思

いま
した

。学
生に

して
も、

虫も
花も

大地
も雲

も、
少し

ずつ
全部

体験
でき

るわ
けで

す。
あ
れだ

け豊
かな

草木
や虫

や鳥
がい

なが
ら、

地面
ばか

り見
続け

る学
生と

いう
のも

、な
んだ

か気
の毒

な気
が
しま

す。
 

２
．
昼
・
夕
食
は
特
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
朝
食
は
も
う
少
し
早
く
て
も
い
い
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

7
時
～

7

時
半で

もい
いで

すが
、山

荘側
の都

合は
大丈

夫で
しょ

うか
？ま

た、
食器

の返
却時

にか
なり

ごっ
た返

して
混
雑し

てい
たの

で、
同じ

種類
の器

をテ
ーブ

ルご
とに

まと
める

など
、工

夫す
れば

よか
った

かも
しれ

ませ
ん
。 

３
．蓼

科山
登山

は山
道が

あの
よう

なガ
レ場

の連
続で

すの
で、

最初
に怪

我防
止を

全面
に出

して
 

慎
重な

歩き
方の

指導
をす

るべ
きだ

った
かと

思い
まし

た。
ただ

装備
案内

とし
て、

でき
る限

り登
山靴

・ト
レ
ッキ

ング
シュ

ーズ
を推

奨し
まし

ょう
。特

に下
り道

で、
スニ

ーカ
ーだ

と足
をひ

ねる
こと

が多
く危

険で
す
。班

によ
って

は登
山と

個別
研究

の関
連が

薄く
、モ

チベ
ーシ

ョン
が下

がる
可能

性も
ある

と思
うの

で、
何
か共

通の
課題

を与
える

のも
いい

かも
しれ

ませ
ん。

例え
ば植

生の
高度

変化
や森

林限
界を

探る
、と

か、
裸
地（

溶岩
原）

から
の遷

移（
地衣

類・
コケ

→草
→低

木→
陽樹

林→
極相

林）
を観

察す
る、

とか
。 
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理科

教師
とし

て、
参加

の先
生方

や参
加者

、蓼
科の

自然
から

様々
な刺

激を
いた

だい
た。

大変
感謝

した
い
。以

下、
気の

つい
た点

を列
記す

る。
 

 
日程

につ
いて

。利
用状

況と
の兼

ね合
いで

この
時期

であ
るも

のの
、天

体観
測を

考え
ると

下弦
～新

月～
上
弦の

頃が
望ま

しい
。天

体観
望が

一つ
の目

玉で
ある

ので
、天

の川
や星

団な
どの

淡い
天体

が見
える

環境
を
準備

した
い。

また
期間

につ
いて

は、
昨年

度よ
り

4
日
と
なっ

たが
、登

山を
する

こと
を考

える
と丁

度か
少
し足

りな
いく

らい
。天

体班
は、

曇っ
て観

測が
でき

なか
った

ため
、解

析・
発表

準備
に充

てる
時間

は丁
度
だっ

た。
十分

に観
測で

きて
いた

ら時
間が

足り
なか

った
と考

えら
れる

。 
全
体行

動に
つい

て。
初回

の植
物散

歩の
よう

に、
今回

杵島
さん

によ
る測

量入
門を

全員
で行

えた
のは

よか
っ
た
。全

体行
動
をす

るこ
とで

班別
行動

の時
間は

減る
が、

同
じ体

験を
共
有す

るの
は重

要で
ある

と考
える

。
そ
れは

蓼科
の自

然を
感じ

られ
るも

ので
あれ

ばな
およ

いと
思う

。登
山の

ペー
スは

丁度
よく

、列
が伸

びず
に
落伍

者も
出な

かっ
たの

は素
晴ら

しい
。し

かし
、と

もす
れば

歩く
こと

だけ
が目

的に
なっ

てし
まう

ので
、

蓼
科の

花や
昆虫

、鳥
など

のガ
イド

が手
元に

あれ
ばよ

いと
思っ

た。
天体

観望
につ

いて
は星

雲、
星団

も見
て
もら

おう
と

2
0
c
m

の
反
射鏡

を用
意し

てい
るが

、操
作性

の悪
さ、

可搬
性の

悪さ
が目

立っ
た。

手軽
に観

望
がで

きる
よう

に用
意す

る機
種に

つい
ては

再考
する

。 


